
第17回　水俣病事件研究交流集会　プログラム2023年1月7日（土）10：00～受付

10:30 ～ 10:40 開会のあいさつ　中地重晴　　　 グレー背景はZOOMにて報告

津田　敏秀
岡山大学大学院環境生命科学

頼藤　貴志
岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科　疫学・衛生学分野

高岡　滋
神経内科リハビリテーション協立クリニック

11:55 ～ 12:40 昼休憩　　　昼食は各自　換気　

原武 千潮・一本木 康二・藤田 圭一・早乙女 理
水俣病・東海の会、名古屋・水俣病を告発する会

藤原　寿和
日台油症情報センター

石井　雅臣
水俣学研究センター客員研究員

13:55 ～ 14:00 休憩　換気

矢野　治世美
熊本学園大学水俣学研究センター

中地　重晴
熊本学園大学水俣学研究センター

山下　善寬
水俣の暮らしを守るみんなの会、水俣病被害市民の会

15:15 ～ 15:20 休憩　換気

萩野　直路
新潟水俣病訴訟を支援する会

板井　俊介
ノーモア・ミナマタ第2次国賠弁護団

三角　恒
熊本県弁護士会

佐藤　英樹・谷　洋一
水俣病被害者互助会

17:00 ～ 17:20 総合討論　質疑応答

17:20 ～ 17:30 閉会

16:35 ～ 17:00 水俣病被害者互助会の訴訟の現状と課題

セッション4　報告20分　質疑応答5分　座長：井上ゆかり

15:45 ～ 16:10 ノーモア・ミナマタ第2次国賠訴訟の現状（近畿判決を控えて）

16:10 ～ 16:35 平成２５年義務付訴訟最高裁判決後の環境省の水俣病認定に関する通知が与えた影響

14:50 ～ 15:15 八幡残渣プールと沖合の埋立の工事について

15:20 ～ 15:45 水俣病で行政はいまも事実を無視し続けている

セッション3　報告20分　質疑応答5分　座長：田㞍雅美

14:00 ～ 14:25  歴史実践としての水俣学～部落史研究からのアプローチ

14:25 ～ 14:50 水俣周辺に計画されている大規模風力発電と水俣のまちづくりを考える

13:05 ～ 13:30 カネミ油症の恒久救済に向けてのロードマップ

13:30 ～ 13:55 教育と水俣病事件（そのⅢ）「教室の出来事」から街へ

11:30 ～ 11:55 メチル水銀中毒症の発症機序と病態

セッション2　報告20分　質疑応答5分　座長：井上ゆかり

12:40 ～ 13:05 水俣病・東海の会　活動報告（これまで と これから）

セッション1　報告20分　質疑応答5分 座長：中地重晴

10:40 ～ 11:05 水俣病の診断について

11:05 ～ 11:30 水俣病における胎児期曝露の健康影響についてと今後の調査の計画


